
（別紙４）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 18 （回答者数） 14

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 2026年　2月　28日

（対象数） 6 （回答数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者のニーズをもとに、訪問先との密な連携を行なってい

く。

2

ニーズごとに小集団・集団での活動の実践。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

園や学校等にご利用者様の訪問支援の必要性を知ってもら

う。

2

3

訪問支援でのお子様の様子や課題に対して、個別、小集団、集

団の中で対応することが可能。

訪問前に保護者様にニーズの確認を行い、その点を意識して様

子を見ている。

定期的な周期で訪問支援を実施せている。 訪問後、個々のニーズに合わせた活動を実践。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

直接支援と間接支援のすり合わせ。 直接支援が必要な場面でも行う事が難しい。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　2月　1日

○事業所名 　キッズ大阪

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


